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ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
開

発
と
そ
れ
を
生
か
し
た
地
域

活
性
化
に
取
り
組
む
経
営
学

部
の
舛
井
道
晴
ゼ
ミ
が
宮
城

県
東
松
島
市
と
共
同
で
製
作

を
進
め
て
き
た
「
東
松
島
食

育
ア
プ
リ
」

写
真

は
タ

イ
ト
ル
画
面

が
完
成
し

た
。
11
月
18
日
か
ら
ア
ン
ド

ロ
イ
ド
端
末
で
の
配
信
が
ス

タ
ー
ト
し
、
ｉ
Ｐ
ｈ
ｏ
ｎ
ｅ

（
ア
イ
フ
ォ
ー
ン
）
端
末
版

は
２
０
１
９
年
３
月
配
信
予

定
。
い
ず
れ
も
無
料
。

　
ア
プ
リ
は
食
事
マ
ナ
ー
や

栄
養
に
関
す
る
知
識
、
東
松

島
の
食
材
に
関
す
る
知
識
が

ク
イ
ズ
形
式
で
出
題
さ
れ
る

も
の
で
、
舛
井
ゼ
ミ
は
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
を
担
当
。
地
元

の
矢
本
第
一
中
学
校
の
生
徒

が
ク
イ
ズ
画
面
の
イ
ラ
ス
ト

を
描
い
た
。

　
同
市
主
催
の
イ
ベ
ン
ト

「
ひ
が
し
ま
つ
し
ま
食
べ
メ

ッ
セ
」（
11
月
18
日
、
東
松

島
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
）
で
お
披
露
目
と
セ
レ
モ

ニ
ー
が
行
わ
れ
た
。
舛
井
准

教
授
と
ア
プ
リ
開
発
の
リ
ー

ダ
ー
を
務
め
た
三
浦
聖
也
さ

ん
（
経
営
２
・
宮
城
県
石
巻

北
高
）
が
ス
テ
ー
ジ
に
上
が

り
、
渥
美
巖
東
松
島
市
長
ら

と
と
も
に
く
す
玉
を
割
り
、

配
信
を
祝
っ
た
。
ア
プ
リ
体

験
ブ
ー
ス
に
は
大
人
か
ら
子

ど
も
ま
で
、
多
く
の
来
場
者

が
訪
れ
、
楽
し
み
な
が
ら

〝
食
〞
を
学
ん
だ
。

　
三
浦
さ
ん
は
「
東
松
島
市

の
方
々
の
期
待
に
応
え
よ
う

と
努
力
し
て
き
た
。
製
作
し

た
ア
プ
リ
が
配
信
さ
れ
る
の

は
初
め
て
の
経
験
で
、
こ
こ

ま
で
た
ど
り
着
く
こ
と
が
で

の
特
産
品
に
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
か
を
検
証
す
る
本
学

な
ら
で
は
の
ユ
ニ
ー
ク
な
取

り
組
み
。
オ
オ
ク
チ
バ
ス
を

か
ま
ぼ
こ
に
加
工
し
、
味
や

硬
度
、食
感
な
ど
を
調
べ
た
。

　
秋
元
直
輝
さ
ん
（
宮
城
県

多
賀
城
高
）
が
「
に
お
い
と

硬
さ
が
気
に
な
っ
た
。
材
料

や
手
順
を
変
え
て
も
あ
ま
り

良
い
結
果
が
得
ら
れ
ず
、
商

品
開
発
の
難
し
さ
を
感
じ

た
」
と
話
す
一
方
、
阿
部
浩

之
さ
ん
（
秋
田
県
角
館
高
）

は
「
泥
臭
い
イ
メ
ー
ジ
の
オ

オ
ク
チ
バ
ス
も
、
か
ま
ぼ
こ

に
加
工
す
る
こ
と
で
臭
み
は

気
に
な
ら
な
く
な
っ
た
。
課

題
は
多
い
が
、
実
習
で
測
っ

た
デ
ー
タ
を
も
と
に
商
品
化

に
つ
な
が
る
研
究
を
続
け
た

い
」
と
今
後
の
取
り
組
み
に

意
欲
を
見
せ
た
。

し
た
さ
ま
ざ
ま
な
進
路
支
援

ガ
イ
ダ
ン
ス
が
行
わ
れ
て
い

る
。
11
月
22
日
に
は
「
先
輩

た
ち
の
就
職
活
動
体
験
談
」

が
５
号
館
で
行
わ
れ
、
内
定

を
得
た
４
年
次
生
35
人
が
就

職
活
動
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
伝
え

た
。

　
３
年
次
生
約
１
５
０
人
が

参
加
し
、
自
己
Ｐ
Ｒ
の
方
法

や
面
接
で
聞
か
れ
た
こ
と
な

ど
を
質
問
し
、
熱
心
に
メ
モ

を
取
っ
た
。
千
葉
美
沙
季
さ

ん
（
人
間
３
・
宮
城
県
岩
ケ

崎
高
）
は
「
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
に
参
加
し
た
り
、
業
界

研
究
を
進
め
た
り
し
て
き
た

が
、
先
輩
か
ら
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
聞
き
、
こ
れ
か
ら
や
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が

明
確
に
な
っ
た
」と
話
し
た
。

11
月
か
ら
開
設
さ
れ
て
い

る
就
職
資
料
室
の
相
談
コ
ー

ナ
ー
で
も
同
じ
く
、
就
職
活

動
を
終
え
た
４

年
次
生
か
ら
話

を
聞
く
こ
と
が

で
き
る
。
４
年

次
生
８
人
が
就

活
サ
ポ
ー
タ
ー

と
し
て
ア
ド
バ

イ
ス
を
送
る
。

毎
週
月
、
火
、

水
、
金
曜
日
の

14
〜
16
時
で
、

期
間
は
１
月
31

日
ま
で
。
学
部

や
希
望
す
る
業

界
な
ど
に
関
係

な
く
、
先
輩
た

ち
に
質
問
し
、

不
安
を
解
消
し

て
ほ
し
い
。

　
専
門
は
電
力
シ
ス
テ
ム
工
学
。
電
力

シ
ス
テ
ム
を
安
定
的
か
つ
効
率
的
に
運

用
す
る
方
法
を
研
究
し
て
い
る
。
近
年

は
自
然
条
件
の
影
響
を
受
け
る
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
源
の
利
用
が
進
み
、

電
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
周
波
数
お
よ
び

適
正
電
圧
の
維
持
が
よ
り
難
し
く
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
電
力
小
売
り
自
由

化
、
都
市
部
へ
の
需
要
密
集
な
ど
か
ら

広
域
的
な
均
一
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
が
困

難
に
な
り
つ
つ
あ
り
、
こ
う
い
っ
た
課

題
の
解
決
を
目
指
し
て
い
る
。

　
講
義
で
は
電
磁
気
学
を
担
当
し
て
い

る
。
ク
ー
ロ
ン
の
法
則
、
電
気
と
磁
気

の
相
互
作
用
で
あ
る
電
磁
誘
導
、
電
磁

波
と
い
っ
た
物
理
現
象
の
解
説
は
も
と

よ
り
、
工
学
技
術
者
と
し
て
社
会
で
活

躍
す
る
た
め
に
必
要
な
直
流
、
交
流
回

路
な
ど
の
基
礎
知
識
の
習
得
を
念
頭

に
、
授
業
を
展
開
し
て
い
る
。

　
学
生
た
ち
に
は
基
礎
を
し
っ
か
り
と

固
め
、
幅
広
く
、
多
く
の
こ
と
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
ほ
し
い
。
電
磁
気
学
の
講

義
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
決
し
て

難
し
い
式
を
覚
え
る
必
要
は
な
い
。
基

礎
を
理
解
し
て
い
れ
ば
さ
ま
ざ
ま
な
場

面
で
応
用
で
き
る
。
こ
れ
は
全
て
の
学

問
、社
会
生
活
に
言
え
る
こ
と
で
あ
る
。

基
礎
の
理
解
が
応
用
に
つ
な
が
る

本
田
秀
樹  

教
授

実験方法を説明する本田教授（中央）
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本年４月、
創立 30 年を
迎えました

　
就
職
活
動
本
番
を
間
近
に

控
え
、
３
年
次
生
を
対
象
と

多
く
の
３
年
次
生
が
参
加
し
、

熱
心
に
耳
を
傾
け
た

４
年
次
生
が

就
活
体
験
談

　
温
州
大
学
で
は
中
国
語
と
経
営

戦
略
を
主
に
学
ん
で
い
ま
す
。
中

国
語
は
教
科
書
読
解
、
リ
ス
ニ
ン

グ
、
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
は
も
ち
ろ

ん
、
教
科
書
の
中
文
和
訳
に
も
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。
最
近
の
授
業

で
は
自
分
の
故
郷
に
つ
い
て
紹
介

し
、
ど
う
感
じ
た
か
を
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
し
て
い
ま
す
。

　
驚
い
た
の
は
日
本
の
ア
ニ
メ
、

映
画
、
テ
レ
ビ
番
組
、
音
楽
な
ど

サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
や
観
光
地
に
興

味
を
持
っ
て
い
る
学
生
が
多
い
こ

と
。
外
国
語
と
し
て
日
本
語
を
選

択
す
る
学
生
は
他
の
言
語
よ
り
も

多
い
で
す
。
な
か
に
は
私
よ
り
も

日
本
の
ア
ニ
メ
に
詳
し
い
人
も
い

ま
す
。

　
現
在
は
寮
で
他
の
外
国
人
留
学

生
た
ち
と
生
活
し
て
い
ま
す
。
近

所
の
商
店
街
を
散
策
し
た
り
、
地

元
の
食
を
体
験
し
た
り
。
中
国
の

言
語
、
文
化
、
風
土
を
学
ぶ
こ
と

に
時
間
を
費
や
し
て
い
ま
す
が
、

同
時
に
自
国
と
比
べ
て
何
が
違
う

の
か
、
な
ぜ
違
う
の
か
を
考
え
さ

せ
ら
れ
ま
す
。
日
本
の
良
い
と
こ

ろ
、
悪
い
と
こ
ろ
を
見
つ
め
直
す

良
い
機
会
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
中
国
で
生
活
し
、
一
番
強
く
感

じ
る
の
は
現
地
の
人
た
ち
の
優
し

さ
。
機
会
が
あ
れ
ば
留
学
や
短
期

研
修
な
ど
で
、
一
度
は
中
国
を
訪

れ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　石巻専修大学は国際交流協定校の中国・温

州大学と交換留学生の相互派遣などを行い、

学生、教職員の交流を深めている。１年間の

長期交換留学プログラムに参加し、今年３月

から同大で学んでいる大友將弘さん（経営３

・宮城県石巻西高）が現地での生活をリポー

トする。

中国・温州大留学 大友さん（経営３）

日中の違いを考える

「
食
べ
メ
ッ
セ
」で

健
康
チ
ェ
ッ
ク

　
山
内
武
巳
人
間
学
部
教
授

も
「
ひ
が
し
ま
つ
し
ま
食
べ

メ
ッ
セ
」
で
ブ
ー
ス
を
出

展
。
花
王
株
式
会
社
と
の
共

同
研
究
「
健
康
づ
く
り
活
動

を
生
か
し
た
地
域
づ
く
り
」

伊
豆
沼
で
野
外
実
習

外
来
魚
で
食
品
づ
く
り

　
宮
城
県
北
部
の
ラ
ム
サ
ー

ル
条
約
登
録
湿
地
・
伊
豆
沼

で
、
理
工
学
部
食
環
境
学
科

食
品
工
学
コ
ー
ス
の
野
外
実

習
が
12
月
１
、
２
日
に
実
施

さ
れ
、
３
年
次
生
８
人
が
参

加
し
た
。

　
伊
豆
沼
は
近
年
、
特
定
外

来
生
物
の
オ
オ
ク
チ
バ
ス
な

ど
が
増
加
し
、
生
態
系
の
単

純
化
な
ど
環
境
問
題
が
生
じ

て
い
る
。今
回
の
実
習
は
、外

来
魚
を
資
源
と
捉
え
、
地
域

アプリを体験する来場者

「東松島食育アプリ」配信
舛井ゼミがプログラミング

中
国
の
学
生
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
す
る
大
友
さ
ん

か
ま
ぼ
こ
の
硬
度
を
測
定

す
る
学
生
た
ち

握
力
の
三
つ
を
測
定
し
、
健

康
状
態
を
確
認
す
る
も
の

で
、
多
く
の
来
場
者
が
足
を

止
め
、
通
常
と
は
異
な
る
健

康
診
断
を
体
験
し
た
。
山
内

教
授
は
「
イ
ベ
ン
ト
は
高
齢

者
や
子
ど
も
連
れ
の
方
が
多

く
、
直
接
話
を
伺
う
こ
と
が

で
き
、
勉
強
に
な
っ
た
。
今

後
も
地
道
に
研
究
を
続
け
、

地
域
に
貢
献
で
き
れ
ば
と
考

え
て
い
る
」
と
話
し
た
。

健康診断の結果を説明する山内教授

の
成
果
を
展
示
し
、
健
康
チ

ェ
ッ
ク
を
行
っ
た
。

　
内
臓
脂
肪
、
動
き
年
齢
、

き
て
う
れ
し
い
。
さ
ら
に
改

良
を
重
ね
、
よ
り
良
い
ア
プ

リ
に
し
て
い
き
た
い
」
と
充

実
し
た
表
情
で
話
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
に
は
舛
井
ゼ
ミ

が
参
加
す
る
高
大
産
連
携
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
Ｐ
ｅ
ｐ
ｐ
ｅ

ｒ
社
会
貢
献
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

も
参
加
。
２
台
の
Ｐ
ｅ
ｐ
ｐ

ｅ
ｒ
が
石
巻
市
に
関
す
る
ク

イ
ズ
や
調
理
ク
イ
ズ
を
出
題

し
、来
場
者
を
楽
し
ま
せ
た
。


